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意欲を育み未来を拓く
教育をめざして

おおたのの
大 田 区 教 育 委 員 会 広 報
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特集 子どもの安全を守ります！

教育委員会では、学校、地域
等が実施している通学路におけ
る児童の見守り活動を補完し、
さらに児童の安全・防犯体制を
強化するため、通学路に防犯カ
メラを設置します。
この事業は、平成２６年度にモ

デル事業として開始し、５校（１
校あたり５台）に計２５台を設置
しました。今後も、児童の安全
確保のため、各警察署と連携を
図り、地域の皆様のご理解ご協
力のもと、平成３０年度までに区内の全小学校５９校に設置していく予定です。
問合先 教育総務課庶務係 ＴＥＬ ５７４４－１４２２ ＦＡＸ ５７４４－１５３５

防犯ブザーの配付について

教育委員会では、ＰＴＡ、自治会・町会等による防犯パトロール及びこ
どもＳＯＳの家事業などの児童の安全確保を図る方策のひとつとして、防
犯ブザーを配付しています。
平成２７年度から新たに、区立以外の小学校等に通う１年生にも配付しま

す。教育委員会の窓口だけでなく、郵送で受け取ることもできます。
防犯ブザーは、防犯効果のある黄の蛍光色で、低学年の児童でも緊急時

に簡単に操作できるようシンプルな機能をもち、カバン等に着けて使用し
ます。
問合先 学務課学校運営係 ＴＥＬ ５７４４－１４２７ ＦＡＸ ５７４４－１５３６

平成２７年第１回大田区議会臨時会第一日（５月２２日）
において、尾形教育委員会委員長が登壇し、教育行政に

関する所信表明を行いました。
所信表明では、平成２６年６月に策定した「おおた教育振興プラン２０１４」に

掲げた各アクションプランに沿って、これまでの取り組みや成果とともに、
今後、教育委員会が推進していく以下の取組について述べました。
《外国語コミュニケーション能力の向上》平成２７年度から、小学校におけ

る外国語活動の低学年までの拡大、区立小学校５年生のすべての学級から２
名ずつ参加し、日帰りで留学を疑似体験する「イングリッシュ・キャンプ」
の実施、授業をすべて英語で教えることを目標とした中学校外国語科教員を
対象とした指導力向上研修の実施の新たな３つの取組を進め、国際化の進展
を見据えたさらなる外国語コミュニケーション能力向上を目指します。《幼
児教育の推進》人間力の基礎となる幼児の主体性を引き出す保育の重要性の
観点から、これまで展開してきた事業の検証を行い、平成２８年度には「大田
区幼児教育振興プログラム」を改訂し、大田区の幼児教育のさらなる充実へ向
け取り組んでいきます。《体力向上への取組》平成２７年度から、体力向上モ
デル校を１２校に拡充するとともに、小学校のモデル校９校には、低学年の授
業に体育指導補助員を配置し、体育学習の充実を図ります。さらに小中学校

にトップアスリートを招き、憧れの選手から直接指導を受けたり、体験
談を聴くなどして、夢やチャレンジすることの大切さを理解させるとと
もに、スポーツそのものへの興味と関心を高めていきます。また、本事
業やオリンピック・パラリンピック教育推進校事業などを通じ、区の東
京オリンピック・パラリンピックを盛り上げる活動と連携して、体力向
上の取り組みを展開していきます。《ＩＣＴ教育の推進》平成２７年度か
ら北糀谷小学校と蒲田中学校をＩＣＴ活用推進校に指定し、ＩＣＴを活
用した効果的な指導方法の研究を行います。両校には、ＩＣＴ機器を試

験的に導入し、授業の場で実際に活用することを通して、効果的な機器の種
類を見極めるとともに、その特性を最大限に生かした効果的な指導方法の確
立を目指します。《特別支援教育の推進》東京都では、平成２８年度より都内
の全小学校を順次、担当教員が在籍校を訪問、巡回して指導にあたる「特別
支援教室」への転換を行います。大田区では、都の計画に先立ち、今年度か
ら小学校９校を特別支援教室モデル校に指定し、特別支援教室の利用に伴う
入室判定や修了判定基準の検討、効果的な指導の事例集の作成、特別支援教
育担当教員や在籍校学級担任への効果的な研修プログラムの開発などを目的
とした、本格実施に備えた研究事業に取り組みます。《放課後の児童の安全
・安心な居場所づくり》家庭支援の一環として、こども家庭部の運営する学
童保育と、教育委員会が運営する、自主的な学習活動やプログラムを提供す
る「放課後子ども教室」を、小学校施設内で連携し実施することで、放課後
児童の安全・安心な居場所づくりを実現しました。今後も着実に実施校を広
げ、子どもたちがのびのびと放課後を過ごせるように取り組んでいきます。
以上、教育行政の取り組みに関する報告ののち、最後に「おおたの子ども
たち一人ひとりが、将来に夢をもち、それに向けて努力し、それぞれの未来
を切り拓いていく意欲を育んでいけるよう、これからも全力で取り組んでま
いります。」と教育の充実に向けた決意を表明しました。
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昨年度、都内の通学路において、児童が被害者となる重大事故が相次い
で発生しました。大田区内においても、横断歩道を横断中の児童が、トラ
ックにひかれ亡くなる事故がありました。
区では、自動車の通行を抑止・注意喚起するとともに、児童の交通安全

意識を高めていきたいと考えております。そこで警視庁と連携し、平成２６
年度末から各学校の児童が描いた車両通行止め等のイラストを掲示したオ
リジナルの通行防止柵を制作し、スクールゾーン入り口に設置しました。
現在、オリジナルの通行防止柵を設置している小学校は開桜・東調布第
三・矢口・羽田小学校の４校です。設置した各学校・地域の方からは、と
ても良い取組みとご好評を頂いております。今後、他のスクールゾーンで
もこの通行防止柵を設置していきたいと考えております。
問合先 都市基盤管理課地域交通対策担当
ＴＥＬ ５７４４－１３１５ ＦＡＸ ５７４４－１５２７

学校緊急連絡システム

地域の子ども達の安全・安心の確保及び防犯に対する意識の高揚を図る
ことを目的に、区立小中学校に通う児童・生徒の保護者あてに、防犯等の
緊急情報をメールで配信しています。
学校緊急連絡システムから配信する内容は以下のとおりです。
�子どもの安全に係る事件、事故等の発生、又はその発生のおそれがある情報
�学校等で行われる行事の実施、中止の情報
�台風等による休校の情報
�その他、学校長が連絡を必要と判断する情報
学校緊急連絡システムに登録すると、大田区（地域力推進部防災課）が
運営する「区民安全・安心メールサービス」から防犯情報が自動的に配信
されるようになります。
学校緊急連絡システムへの登録を希望する方は、各学校にお問い合わせ
下さい。

交通安全巡回指導

教育委員会では児童の交通安全を図
るため、専任の交通安全指導員２名を
配置し、児童に交通安全意識を身につ
けさせるとともに、児童自身でその場
の状況に応じた正しい判断ができるよ
うに巡回指導をしています。
問合先 教育総務課庶務係
ＴＥＬ ５７４４－１４２２
ＦＡＸ ５７４４－１５３５

通学路に防犯カメラを設置していきます！ 児童オリジナルデザイン通行防止柵を設置しました

～おおた教育振興プラン２０１４の推進～

第124号 平成27年（2015年）
7月1日発行

今号の主な内容

1 面 子どもの安全、委員長所信表明

2 面 伊豆高原学園がオープンしました

3 面 おおたの教育研究発表会について

4 面 夏休み子ども対象事業のご案内

▲児童オリジナルデザイン通行防止柵▲従来の通行防止柵

▲田園調布小学校 自転車教室の様子

ＰＴＡが地域に呼びかけた見守り活動も実施中です！

教育委員長 尾形 威



���������������������������������������������������������������������������������

昭和４２年に開設された校外施設「伊豆高原学園」（静岡県伊東市八幡野）

が、従来の区内小学校の学校校外施設としての機能と、学校が利用しない

期間（金、土、日曜、祝日、ゴールデンウィーク、夏休み期間、年末年始、

１月～４月中旬など）は区民が利用できる保養施設としての機能を併せ持

つ施設として４月１日にリニューアルオープンし、４日には、多くの関係

者とともに開園記念式典が行われました。

また、この式典と同時に、大田区と伊東市は「災害時の相互応援に関す

る協定」を締結しました。この協定は、災害時に物資の供給や職員の派遣

を相互に行うほか、伊豆高原学園に宿泊する児童や区民が、施設利用中に

被災した場合に伊東市は安全確保のための支援を行い、施設を滞留者支援

施設や福祉避難所として活用することを盛り込んでいます。

伊豆高原学園では、５月１１日から区内小学校の５年生が２泊３日の移動

教室を実施しています。「伊豆半島ジオパーク」に立地した豊かな自然環

境の中で伊豆の自然や風土を学び、創作棟での木工や星見の丘にある天文

台での星空観察といった体験プログラムやスポーツ活動を通じて、生きる

力や自然環境への配慮などを学んでいます。

新しい学園で移動教室を実施した学校からは、「ビジターセンターにあ

る床面マップは大田区から伊豆高原学園までのルートが示されていたり、

小学校の位置がわかるようになっているので、自分の小学校をみつけて電

車に乗ってきたルートを辿ることができ、児童が興味をもってマップをみ

ていた」という声や「今年度から始まったアクティビティのドラム缶ピザ

の体験は通常の学校生活では経験できないので児童が真剣に取り組んでい

た」といった感想が聞かれました。

新たな伊豆高原学園は、「生きる喜びに出会う場所」をキャッチフレー

ズとして、大田区と伊豆高原をつなぎ、生涯にわたって生きる喜びを育む

場を提供していきます。

問合先 学務課学校運営係・学務課学務計画担当（校外施設）

ＴＥＬ ５７４４－１４２７ ＦＡＸ ５７４４－１５３６

伊豆高原学園がオープンしました

「放課後子ども教室」始まっています！

教育委員会では、小学校に通う児童の放課後の安全・安心な居場所づく

りを推進するため、平成２７年度から小学校内の施設を利用して「放課後子

ども教室」の開設を進めています。

実施校での利用についての説明会には、多くの保護者の皆様にご参加い

ただき、登録を済ませた児童の数もすでに４，７００人を超えるなど、児童の

放課後の過ごし方についての関心の高さが伺えました。

５月７日（木）には学童保育事業と放課後子ども教室事業を一体的に実

施する１３校に加え、放課後子ども教室事業を単独で実施する９校について

も利用が始まり、２２校で全ての学年が揃っての活動となりました。また、

１０月には、一体的に実施する学校が１校加わり、放課後子ども教室の実施

校は２３校となります。

各学校では、毎日たくさんの児童が利用しており、異なる学年の子ども

たち同士が仲良く過ごしています。

澄み渡る青空の下、校庭でのボール遊び、体育館でのなわとびなど、子

どもたちの歓声が響き渡っています。室内ではけん玉やコマなどの昔なが

らの遊びに興じたり、読書や宿題に取り組む姿も見られます。工作教室や

ドッジボール大会といった楽しい企画も用意し、さらに多くの子どもたち

の参加を期待しています。

放課後子ども教室は、２８年度以降も順次開設していきます。教育委員会

は、今後も放課後の時間の中で、子どもたちがクラスや学年の枠を超えた

新しい仲間を作り、様々な体験や活動を通して健やかに成長できるよう、

支援してまいります。

問合先 教育総務課 教育地域力推進担当

ＴＥＬ ５７４４－１４５８ ＦＡＸ ５７４４－１５３５

▲記念式典には約１１０名が出席 ▲開園記念式典テープカット ▲４．５ｍ×４．５ｍの床面マップ

▲広々としたスポーツ広場で記念撮影 ▲松原忠義区長、佃弘巳伊東市長による協定締結 ▲体験プログラムでのドラム缶ピザ作り

▲昔ながらの遊び ▲校庭でのボール遊び ▲教室内の様子

� 第１２４号 平成２７年（２０１５年）７月１日おおたの教育
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平成２８年４月から池雪小学校及びその近隣の小学校の通学区域を変更します
池雪小学校の児童数は１，０００人を超え、今後も増加を続けると予測され

ることから、その対応策として通学区域を変更します。

・通学区域が変更となる住所は下表のとおりです。

・変更後の通学区域は、平成２８年４月以降に入学または転入学するお子さ

んが対象となります。ただし、入学時に兄姉が通学区域変更前の小学校に

通学している場合には、希望により兄姉と同じ学校に入学することができ

ます。（該当するお子さんには、入学前年の１２月にお送りする就学通知と

あわせて、手続きについてご案内する予定です。）

・通学区域が変更となる住所にお住まいで、平成２８年３月末時点で、現在

（変更前）の指定校に在籍しているお子さんについては、次の１または２

のとおりとなります。

１ 原則として、平成２８年４月以降も卒業まで現在の在籍校に通学するこ

とになります。

２ 平成２８年４月に通学区域変更後の指定校に転校することもできます。

なお、通学区域の変更を実施する平成２８年４月よりも前に、変更後の指定

校に転入学を希望する場合は、平成２７年度の学級編制（受入れ人数）に影

響のない範囲で受け入れます。

問合先 学務課学事係 ＴＥＬ ５７４４－１４２９ ＦＡＸ ５７４４－１５３６

「おおたの教育研究発表会」について
「各校の発表を伺って、子ども

たちへはネガティブな声かけにな

らないように、家庭でも気を付け

なければいけないと思いました。」

本研究発表会に参加された保護者

の方からいただいた、家庭での取

組についての御感想の一部です。

平成２７年２月１６日（月）、池上会

館にて平成２６年度の「おおたの教

育研究発表会」を開催しました。

本会は大田区教育委員会教育研究

推進校２年次校が一堂に会し、２年間の研究成果を発表することを通して、

各校の授業改善に関する取組を区内に広く普及・啓発し、授業力の向上を

図るとともに、保護者、区民の皆様に本区の教育について一層の御理解と

御支援、御協力を賜ることを目的としています。

当日は、過去最多の２７０名を超える教員や保護者、区民の方の参加があ

り、実に参列者のおよそ３分の１が保護者・地域の皆様でした。

はじめに、全体会で菅野哲郎指導課長から「おおた教育振興プラン２０１４

の実現に向けて」の講話があり、その後、５つの分科会に分かれて１０校の

研究発表校から研究概要や具体的な授業実践についての報告がありまし

た。報告後、各分科会のテーマに基づき研究協議を行いました。

第１分科会テーマ「学力向上�」
�開桜小学校（算数科）
「よく考え、伝え合い、学びを深める児童の育成」

～思考プロセスを大切にした算数の授業を通して～

�入新井第一小学校（国語科）
「読みを交流し、自分の考えを広げたり深めたりする子どもの育成」

第２分科会テーマ「学力向上�」
�道塚小学校（国語科）
「自分の思いや考えを伝え合い、深め広げる子の育成」

～国語科における言語活動の充実を通して～

�都南小学校（算数科）
「自ら考え、表現する児童の育成」～算数科を通して～

第３分科会テーマ「自己肯定感の育成」

�大森第一中学校（各教科等）
「自尊感情や自己肯定感を高め、共によりよく生きる心を育てる教育

活動の推進」

～地域や家庭との連携をいかした体験活動を通して～

�東調布中学校（各教科等）
「主体的に学ぶ生徒の育成」～自己肯定感を高める指導の工夫をとお

して～

第４分科会テーマ「話合い活動の充実」

�仲六郷小学校（特別活動）

「かかわりをひろげ、思いを表現し、豊かな生活をつくる子ども」

～特別活動「話合い活動」の充実～

�大森第三中学校（特別活動）
「自立的な集団をつくることを通して自己肯定感を高める指導の工夫」

～育てるカウンセリングと話し合いスキルの習得等を手だてとして～

第５分科会テーマ「総合的な学習の時間・外国語活動」

�東調布第一小学校（生活科・総合的な学習の時間）
「思考力・判断力・表現力を育てる指導計画の工夫」

～生活科、総合的な学習の時間（教科関連型）などの実践を通して～

�入新井第五小学校（外国語活動）
「話したい！話せた！伝わった！児童が主体となる授業づくり」

～課題解決型の外国語活動を通して～

冒頭の感想の他にも、参加した保護者から次のような感想が聞かれまし

た。

○「基礎づくりは、家庭でやらなければならない。自己肯定感は、小さい

頃からの積み重ねなので、学校の先生に投げてしまうのはダメ。」

○「家庭の責任を果たさずに、文句だけ言うのはよくない。家庭の役割を

学校からも、もっと伝えて欲しい。」

○「家庭学習と宿題との違いなど、家族でもっと話し合っていくことが大

切だと感じた。」

いただいた御意見を今後の活動に生かすべく、今年度も取り組んでまい

ります。

以下の予定を参考にしていただき、是非、御参加ください。

平成２７年度の「おおたの教育研究発表会」は、平成２８年２月１５日（月）に実施します。

問合先 指導課指導主事 ＴＥＬ ５７４４－１４３５ ＦＡＸ ５７４４－１６６５

◆通学区域が変更となる住所
変更前の
小学校

平成２８年４月１日から通学区域が変更となる住所
変更後の
小学校

池雪

東雪谷二丁目１、２番 洗足池

東雪谷二丁目３０～３５番 雪谷

東雪谷三丁目１～１０、１２、２３～２６番 雪谷

東雪谷四丁目１～８番 小池

東雪谷五丁目１、２５～２８番 雪谷

上池台三丁目７、８、１９、２０、４１番 小池

上池台五丁目３～７、１３～１５番 馬込第三

上池台五丁目１６、１７番 小池

仲池上二丁目８、９、１５、１６、２０、２８番 久原

小池
上池台五丁目１、２番 馬込第三

東雪谷一丁目１番の一部、２～８番 洗足池

平成２７年度 教育研究推進校＜２年次１０校＞
学校名 研究主題 発表日

馬込小 自信をはぐくむ あたたかな学校 Ｈ２７．１０．１５

入新井第四小
運動好き 遊び大好き 入四の子
～豊かにかかわり合う体育学習を通して～

Ｈ２７．１１．５

千鳥小
運動の楽しさや喜びを味わい、主体的に取り組む
力を育てる体育学習～進んで運動に親しむ子の育
成、体力の向上を目指して～

Ｈ２７．１０．２３

洗足池小
外国語に親しみ、進んでコミュニケーションを図
ろうとする児童の育成
～活用・発信の活動を通して～

Ｈ２７．１２．４

小池小
確かな読みの力を育てる指導の工夫
～伝え合いを通して～

Ｈ２７．１１．１０

北糀谷小
進んで伝え合い、かかわりを深める児童の育成
～言語活動を充実させるための ICT活用を通し
て～

Ｈ２７．１０．３０

羽田小

HANEDAから発信 グローバル社会に生きる子
供の育成
～国際理解教育を通し、生きる力を育む指導の工
夫～

Ｈ２７．１１．１３

南蒲小
豊かに表現する子どもの育成
～例文を活用して～

Ｈ２７．１１．６

大森第六中 ESDの推進及び授業改善 Ｈ２７．１０．１６

安方中 学ぶ意欲を高めるキャリア教育のあり方 Ｈ２７．１１．２０

変更前の
小学校

平成２８年４月１日から通学区域が変更となる住所
変更後の
小学校

雪谷

東雪谷二丁目３～１０番 洗足池

南雪谷五丁目１３～１７番、１８・１９番の一部、２０、２１番 松仙

北嶺町２１番の一部 松仙

松仙

北嶺町６～９番 調布大塚

南雪谷四丁目２４番 調布大塚

北嶺町１０、１１、３１番 東調布第一

東嶺町６～９、１７番 東調布第一

南久が原二丁目１番の一部 東調布第三

久が原三丁目２８～４２番 東調布第三

久が原四丁目１８～２１、３３番 東調布第三

久原
久が原四丁目３５番の一部、３６～３８番 東調布第三

久が原六丁目７番の一部、１４番 東調布第三

▲全体会の様子（池上会館）

平成２７年（２０１５年）７月１日 第１２４号 �おおたの教育
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大田区では、外国の生活や文化の理解、並びに外国語（英語）の習熟を

図り、国際社会において信頼を得られる人間性豊かな生徒を育成するため、

昭和４９年より大田区立中学校生徒海外派遣を実施し、今年は第３１回となり

ます。

大田区立中学校生徒海外派遣は、ホームステイの経験を中心に、日本と

異なる外国の生活や文化、産業、福祉等を実際に見たり経験したりして理

解すること、並びに外国の方々に大田区や日本の良さを伝え、友好親善の

礎となること、そして、経験したり学んだりしたことを、在籍校を中心に

広く伝えることを主な目的に実施しております。

今年度は、７月２４日から８月４日までの１２日間、本区姉妹都市のアメリ

カ合衆国のセーラム市と、平成２３年度から新たに派遣先として設定したド

イツ連邦共和国のブレーメン市へ、それぞれ大田区立中学校生徒２８名、引

率４名の２つの団で、合計６４名を派遣いたします。

この海外派遣の報告会は、９月２７日（日）の午後に区民センターで行う

予定です。

問合先 指導課指導主事 ＴＥＬ ５７４４－１４３５ ＦＡＸ ５７４４－１６６５

教育センター
子ども科学教室

申込方法

いずれも往復はがきで申込（抽選）

講座名、受講者と保護者の氏名・ふり

がな、学校名・学年、住所、電話番号

を明記のこと

申込締切

７月１０日消印有効

申込・問合先

教育センター教育図書室

〒１４６－００８２ 大田区池上１－３２－８

ＴＥＬ ５７４８－１３０６

ＦＡＸ ５７４８－１３９０

参加者募集

夏休み子ども対象事業

問合先 教育総務課庶務係 ＴＥＬ ５７４４－１４２２ ＦＡＸ ５７４４－１５３５

大田区立中学校生徒海外派遣

～夏休みに「環境にやさしいくらし」について考えてみませんか？～

「ごみ減量・リサイクルポスター」 「こども省エネチャレンジ」

募集内容
●ごみの減量●３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）●地球温
暖化防止（省エネ、節電など）に関する内容のポスターを募集します。

●エコチェック●エコ標語に挑戦する児童、生徒を募集します。

応募資格 区内小・中学校に在学または大田区在住の小・中学生

応募条件

（１）作品は、Ｂ３版サイズとし、使用する画材は自由です。
（２）作品は一人１点とさせていただきます。

※応募は未発表のオリジナル作品に限ります。特定の商品名、キ
ャラクター等をイメージさせる作品は応募できません。

（３）作品の裏面中央に学校名・学年・氏名・ふりがなを明記願いま
す。

（４）作品は原則として返還しません。著作権は大田区に帰属します。

（１）応募用紙は、ホームページからダウンロードできます。（区立小
学校３・４年生には、学校を通じて用紙を配付します。）

（２）エコチェックは取組期間（７日間）を決め、実践した項目にチェ
ックをして提出してください。

（３）エコ標語の応募は、未発表のオリジナル作品に限ります。また、
作品の著作権は大田区に帰属します。

（４）エコチェックのみの応募も可能です。

応募方法
≪区立小・中学校に通学している方は≫ ９月１日（火）に学校に提出してください。
≪その他の学校に通学している方は≫ お手数ですが、担当にお問い合わせください。

結果発表
受賞者には学校を通じて連絡します。
なお、受賞作品は、大田区の刊行物、イベント等で使用させていただ
きます。（個人名及び学校名を記載します。）

エコ標語の受賞者には、学校を通じて連絡します。なお、受賞作品は、
大田区の刊行物、イベント等で使用させていただきます（個人名及び
学校名を記載します。）

参加賞等
応募者全員に参加賞を進呈します。
受賞者には、副賞を贈呈します。

応募者全員にエコ認定証を交付します。
エコ標語の受賞者には、副賞を贈呈します。

問合先
大田区 環境清掃管理課 庶務係
ＴＥＬ ５７４４－１３７４ ＦＡＸ ５７４４－１５５０

大田区 環境・地球温暖化対策課 環境推進（地球温暖化対策）
ＴＥＬ ５７４４－１３６２ ＦＡＸ ５７４４－１５３２

開催日時 内 容 対象／定員 費用／持ち物

８月６日（木）Ａ
８月７日（金）Ｂ
Ａ１０：００～１２：００
Ｂ８：３０～１６：３０

子ども講座「生命の星・地球を学ぶ」２日間
Ａ事前学習「生命の星・地球について」
会場：池上会館３Ｆ科学室
Ｂ現地で「地球博物館見学と地層観察」
会場：県立生命の星・地球博物館
（〒２５０－００３１ 小田原市入生田４９９）※借上げバス利用

小５～中２
２０名

無料
�筆記用具
�弁当、水筒等

８月８日（土）
�１０：００～１２：００
�１４：００～１６：００

子ども講座「ヒイラギモクセイで葉脈標本作り」��
ヒイラギモクセイの葉を水酸化ナトリウム水溶液で煮
て、葉脈を取り出し、栞にします。
会場：池上会館３Ｆ科学室

小５～中２
各回２０名

無料／筆記用具

８月２１日（金）
１０：００～１２：００

子ども講座「水の中で踊る浮沈子づくり」
水圧によって浮き沈みする浮沈子。カラフルで楽しい
動きをする浮沈子を作ります。
会場：池上会館３Ｆ科学室

小５～中２
４０名

無料／筆記用具

８月２７日（木）
�１０：００～１２：００
�１４：００～１６：００

親子講座「七変化万華鏡づくり」��
カラフルなビーズやビー玉また液体入り試験管を使っ
て、ちょっと変わった万華鏡を作ります。
会場：池上会館３Ｆ科学室

小３・４年生
と保護者
各回２０組４０名

無料／筆記用具

※表中��は同じ内容の講座です。Ａは１日目、Ｂは２日目です。

教育委員会の主な議題 教育委員会定例会の開催予定日

■平成２７年第３回定例会

（平成２７年３月２５日（水）開催）

・大田区教育委員会会議規則の一部を改正する規則

・大田区教育委員会傍聴規則の一部を改正する規則

・大田区教育委員会事務局処務規則の一部を改正す

る規則

・大田区教育委員会の権限に属する事務の補助執行

等に関する規則

・大田区教育委員会の権限の委任に関する規則の一

部を改正する規則 ほか２４件

■平成２７年第４回定例会

（平成２７年４月２２日（水）開催）

・大田区教育委員会教育長の給与、勤務時間

その他の勤務条件に関する条例の一部を改

正する条例原案の提出について

・大田区立学校の学校医、学校歯科医及び学

校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一

部を改正する条例原案の提出について

・大田区教育委員会の組織に関する条例の一

部を改正する条例原案の提出について

■日時 �平成２７年７月２２日（水）
�平成２７年８月５日（水）
�平成２７年９月８日（火）

■時間 午後２時から

■場所 ��大田区役所本庁舎２階２０１・２０２・
２０３会議室�本庁舎６階教育委員会室
※予定が変更になる場合もあります。傍聴を希望

される方は、あらかじめ下記問合先へご確認くだ

さい。

しげんまもるくん
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